
住
宅
瑕
疵
担
保
保
険
制
度
を
点
検

契
約
者
保
護
の
仕
組
み
づ
く
り
へ

フ
ロ
ン
法
制
度
を
周
知
徹
底

中
環
審

小

委

機
器
廃
棄
時
の
回
収
率
向
上
へ

建
設
投
資
見
通
し
４.７
％
増

リ
フ
ォ
ー
ム
も
増
加
傾
向

国
交
省

国
土
交
通
省
は
六
月
三
十
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
共
用
会
議
室
で
第
一
回
「
住
宅
瑕
疵
担
保
保
険
制
度
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座
長
・
大
塚
英
明
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）
を
開
催

し
た
。
現
行
制
度
が
通
常
は
想
定
さ
れ
な
い
巨
額
の
保
険
金
支
払
い
リ
ス
ク
や
保
険
法
人
の
破
綻
リ
ス
ク
に
対
応

で
き
る
か
点
検
し
、
新
た
な
改
善
策
を
打
ち
出
す
。
具
体
的
な
検
討
課
題
と
し
て
住
宅
保
証
基
金
に
よ
る
無
利
子

貸
付
制
度
や
保
険
法
人
破
綻
時
の
契
約
者
保
護
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
議
論
す
る
。

住
宅
品
質
確
保
法
に
基
づ

き
建
設
業
者
と
宅
地
建
物
取

引
業
者
（
新
築
住
宅
の
売
主

な
ど
）
は
構
造
耐
力
上
主
要

な
部
分
と
雨
水
の
侵
入
を
防

止
す
る
部
分
に
つ
い
て
十
年

間
の
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
っ

て
い
る
。
し
か
し
構
造
計
算

書
偽
装
問
題
で
新
築
住
宅
の

売
主
な
ど
が
十
分
な
資
力
を

持
た
ず
瑕
疵
担
保
責
任
が
履

行
さ
れ
な
い
場
合
、
住
宅
購

入
者
な
ど
が
き
わ
め
て
不
安

定
な
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

住
宅
瑕
疵
担
保
保
険
で
は

住
宅
取
得
者
の
保
護
や
経
営

基
盤
の
脆
弱
な
中
小
事
業
者

の
円
滑
な
保
険
加
入
を
支
援

す
る
観
点
か
ら
国
費
で
住
宅

保
証
基
金
を
造
成
。
同
基
金

は
通
常
想
定
さ
れ
な
い
巨
大

損
害
発
生
時
の
支
払
い
余
力

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

消
費
者
の
利
益
を
保
護
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

検
討
会
の
初
会
合
で
は
真

鍋
純
同
省
住
宅
生
産
課
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
十

年
前
、
構
造
計
算
書
を
偽
装

し
た
姉
歯
事
件
に
端
を
発

し
、
瑕
疵
担
保
履
行
法
が
制

定
さ
れ
た
。
あ
れ
か
ら
重
大

な
事
件
は
発
生
し
て
い
な
い

が
、
今
後
も
発
生
し
な
い
と

は
限
ら
な
い
。
と
く
に
昨
今

で
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が

増
加
し
て
お
り
、
保
険
金
も

巨
額
と
な
っ
て
い
る
。
備
え

を
万
全
に
す
る
た
め
に
皆
さ

ま
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
賜
り
、
安
定
的
な
制
度
に

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

通
常
は
想
定
さ
れ
な
い
巨

額
の
保
険
金
支
払
い
リ
ス
ク

へ
の
対
応
策
で
は
住
宅
保
証

基
金
に
よ
る
無
利
子
貸
付
制

度
、
瑕
疵
保
険
の
再
保
険
引

受
け
（
３
号
保
険
）
、
異
常

損
害
発
生
時
の
保
険
金
支
払

い
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
保
険
法
人
の
破
綻

リ
ス
ク
へ
の
対
応
で
は
破
綻

時
の
契
約
者
保
護
の
仕
組
み

づ
く
り
や
保
険
契
約
の
承
継

手
続
き
の
整
備
、
保
険
法
人

の
経
営
状
況
確
認
手
法
の
明

確
化
な
ど
を
行
う
。

中
央
環
境
審
議
会
地
球
環

境
部
会
は
六
月
二
十
九
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業

省
別
館
会
議
室
で
第
七
回

「
フ
ロ
ン
類
等
対
策
小
委
員

会
」
（
委
員
長
・
浅
野
直
人

福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
を
開

き
、
今
後
の
検
討
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
し
た
。
フ
ロ

ン
排
出
抑
制
法
の
第
一
種
特

定
製
品
で
あ
る
業
務
用
冷
凍

空
調
機
器
の
廃
棄
時
フ
ロ
ン

回
収
率
の
低
迷
を
踏
ま
え
、

法
制
度
の
周
知
徹
底
に
向
け

た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
を
行
う
。

フ
ロ
ン
の
廃
棄
時
回
収
率

は
十
年
以
上
三
割
程
度
で
推

移
し
て
い
る
。
平
成
二
十
七

年
四
月
の
フ
ロ
ン
排
出
抑
制

法
完
全
施
行
直
後
は
や
や
増

加
し
た
も
の
の
約
三
八
％
に

と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
同
小
委
で
は
低

迷
の
要
因
と
し
て
法
令
遵
守

の
意
識
の
低
さ
や
法
令
の
認

知
不
足
、
行
政
に
よ
る
指
導

・
監
督
が
充
分
に
機
能
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
を
指
摘
。
そ
の
う
え

で
第
一
種
特
定
製
品
管
理
者

へ
の
法
制
度
の
周
知
徹
底
に

向
け
た
幅
広
い
関
係
者
に
よ

る
連
携
・
協
力
の
仕
組
み
づ

く
り
や
規
制
の
実
効
性
を
高

め
、
取
り
締
ま
り
を
効
果
的

に
す
る
仕
組
み
へ
の
転
換
を

求
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
六
月
三
十

日
、
平
成
二
十
九
年
度
建
設

投
資
見
通
し
を
発
表
し
た
。

復
興
予
算
や
二
十
八
年
度
補

正
予
算
な
ど
の
政
府
投
資
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
総

額
と
し
て
前
年
度
比
四
・
七

％
増
の
五
十
四
兆
九
千
六
百

億
円
と
な
る
見
通
し
だ
。
民

間
住
宅
投
資
や
リ
フ
ォ
ー
ム

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
投
資
も
増

加
傾
向
で
推
移
す
る
。

建
設
投
資
は
平
成
四
年
度

の
八
十
四
兆
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
、
二
十
二
年
度
は
四

年
度
の
半
分
程
度
に
落
ち
込

ん
だ
。
そ
の
後
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
需
要
な
ど
で
回

復
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。

二
十
九
年
度
の
建
設
投
資

見
通
し
の
内
訳
は
政
府
投
資

が
前
年
度
比
五
・
四
％
増
の

二
十
二
兆
二
千
三
百
億
円
、

民
間
投
資
が
同
四
・
三
％
増

の
三
十
二
兆
七
千
三
百
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
民
間
投
資

の
う
ち
民
間
住
宅
建
築
投
資

は
同
一
・
七
％
増
の
十
五
兆

九
千
五
百
億
円
、
民
間
非
住

宅
建
設
投
資
は
同
六
・
九
％

増
の
十
六
兆
七
千
八
百
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
建
築
物
リ
フ
ォ
ー
ム

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
投
資
は
同

五
・
一
％
増
の
十
六
兆
七
百

億
円
程
度
と
な
る
。
内
訳
は

住
宅
が
三
六
・
二
％
、
非
住

宅
が
六
三
・
八
％
と
試
算
し

て
い
る
。

大塚座長

国交省検討会が初会合

眞鍋課長

今後の方向性示す

浅野委員長
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